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①昨年度決算は悲願である鉄道事業黒字を達成。経常利益も過去最高益。

組合員の期待は大きい。 

②好決算とは裏腹に職場では要員不足の中で十分な休暇も得られていな

い。それどころか過労によって休職する組合員もいる。退職もまだまだ

止まっていない。 

③６月からは電気やガス、生活に必要なものが値上がりした。１８年連続

でのベアゼロ等で生活は逼迫している。期末手当は極めて生活給である。 

④収入動向は計画通りに推移していることから、出せない理由は無い。 

職場の協力で好決算となった、感謝申し上げる。組合の主張は申入れの段階

から認識している。今年度は各種コストが増え、安定的に自立を目指していく

年である。主張は社長、経営陣に伝える。 


